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ひ
と
た
び
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国

や
都
道
府
県
、
市
町
村
の
対

応「
公
助
」だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
自

分
の
身
を
自
分
の
努
力
に

よ
っ
て
守
る「
自
助
」と
と
も

に
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ

て
い
る
地
域
や
近
隣
の
人
が

集
ま
っ
て
、
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動

に
組
織
的
に
取
り
組
む「
共

助
」が
必
要
で
す
。

　

災
害
時
に「
共
助
」が
機
能

す
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
担
う
の
が「
自
主
防
災
組

織
」で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地

域
住
民
が
自
治
会
、
町
内
会

単
位
な
ど
で
各
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
組
織
化
し
、
自
主

的
に
連
携
し
て
防
災
活
動
を

行
う
集
ま
り
で
す
。

　

平
常
時
に
は
、
▽
防
災
訓

練
や
講
演
会
の
企
画
・
実
施

▽
災
害
時
に
援
護
が
必
要
な

人
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り
▽

活
動
資
機
材
の
点
検
・
整

備
ー
ー
な
ど
を
行
い
、
災
害

発
生
時
に
は
、
▽
初
期
消
火

活
動
▽
負
傷
者
の
救
出
・
搬

送
・
救
護
活
動
▽
炊
き
出
し

な
ど
の
給
食
、
給
水
活
動
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
日
ご
ろ
か
ら

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
い
ち
早
く
地
域
を
再

生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
以
降
、徳
島
市
内
で
も
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る

た
め
、
よ
り
多
く
の
組
織
の

結
成
が
必
要
で
す
。

　　

徳
島
市
で
は
、
地
区
内
自

主
防
災
組
織
の
加
入
世
帯
増

加
と
活
動
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
近
隣
の
自
主
防

災
組
織
が
連
携
・
協
力
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
、
小
学

校
区
単
位
以
上
で
組
織
す

る「
地
区
自
主
防
災
連
合
組

織
」の
結
成
と
活
動
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
連
合
組

織
を
対
象
に
、
防
災
資
機
材

の
整
備
、
防
災
訓
練
、
啓
発

活
動
に
必
要
な
経
費
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
自
主
防
災

活
動
の
中
心
と
な
る「
防
災

リ
ー
ダ
ー
」を
養
成
す
る
た

め
、
防
災
士
資
格
取
得
費
用

を
補
助
す
る
な
ど
、
地
域
の

自
主
防
災
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
も
、
ま
だ
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い

地
区
の
皆
さ
ん
は
、
自
治
会

や
町
内
会
で
話
し
合
い
、
組

織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
成
方
法
な
ど
詳
し
く
は

徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］▽
自
主

防
災
組
織
の
結
成
方
法
に

つ
い
て
＝
危
機
管
理
課

（
６
２
１
）
５
５
２
７
▽
補
助

事
業
に
つ
い
て
＝
消
防
局
予

防
課
（
６
５
６
）
１
１
９
３

●津波避難ビルの指定拡充
　徳島市では、津波発生時の一時的な避難場所
として、津波避難ビルや津波避難場所の指定拡
充を進めています。
　現在、537 棟の津波避難ビルと６カ所の津波
避難場所、１カ所の津波避難タワーを指定し、
全施設の収容人数は約 120,000 人です。
　また、津波避難ビルの指定拡充強化の一環と
して、津波避難ビルの指定にご協力いただける事
業者を対象に、建物に屋上への外付け階段や手
すりなどを設置し、津波避難ビルとして整備した
際の費用の一部を補助する「津波避難施設整備
費補助制度」を実施しています。

　このたび、補助
制 度を活 用して、
民間施設である大
塚倉庫今切４号倉
庫（ 川 内 町 加 賀
須 野　 収 容 人 数
1,300 人 ）、 徳 島
銀行研修会館宿泊
所（川内町平石流

通団地　収容人数 557 人）、わかくさ幼稚園（津
田本町四　収容人数 410 人）、創価学会徳島文
化会館（南沖洲五　収容人数 600 人）の４施
設が津波避難ビルとして整備されました。
　市では引き続き、津波避難ビルの指定拡充に
向け、マンションなどの建物所有者で
津波避難ビルの指定にご協力いただ
ける個人や法人を募集しています。要
件や指定に関して、詳しくはお問い合
わせください。　
　津波避難ビルの対象施設には、右
記のプレートが設置されています。津
波避難ビルや津波避難場所・タワー
の所在地は、徳島市ホームページに
掲載していますので、ご覧ください。
●地震連動自動解錠かぎ保管庫の設置
　津波避難ビルとなる沿岸部の小・中学校やオ

ートロックマンションなど
に、入口が施錠されてい
る場合でも円滑に避難が
行えるよう、地震連動自
動解錠かぎ保管庫（左
写真）を設置しています。
　地震連動自動かぎ保
管庫は、震度５強以上の

揺れを感知すると自動解
錠するもので、これによ
り、中に入っている校舎
などの鍵を使って、津波
からの避難に有効な階へ
行くことができます。保管
庫には、▶施設入口など
の鍵▶施設の見取り図▶手動式懐中電灯▶バール

（破壊器具）ーーなどが入っています。
●家具転倒防止器具の取り付け費用を補助
　高齢者世帯などを対象に、家具を固定する器
具の取り付け費用を１世帯につき家具３個まで負
担します。また、本年度から器具代の一部も支援
しています。
[対象]▶ 65 歳以上の高齢者のみの世帯▶次の
①〜③のいずれかの手帳をお持ちの障害者のみ
の世帯＝①身体障害者手帳の身体障害者等級表
による等級１・２級②療育手帳の障害の程度（総
合判定）Ａ１・Ａ２③精神障害者保健福祉手帳
の障害等級１級▶ 65 歳以上の高齢者と障害者
のみの世帯
※申し込み方法など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
[問い合わせ先]危機管理課（ 621ー5527 
FAX 625ー2820）

災
害
時
に
重
要
な

地
域
住
民
の
協
力

自
主
防
災
組
織
が

「
共
助
」
の
要

地
域
の
自
主
防
災

活
動
を
支
援

257,869人
122,296人
135,573人
115,528世帯
191.68km2

（+38）
（+17）
（+21）
（+77）

人口
男
女

世帯数
面積

平成25年11月1日現在（前月比）

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政
や
個
人
で
行
う
災
害
対
策
の
ほ
か
、
地
域
住
民
が

協
力
し
て
自
分
た
ち
の
身
を
守
る「
共
助
」が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
の
が
、
町
内
会
単
位
で
組
織
さ
れ
る「
自
主
防
災
組
織
」で
す
。
災
害
時
の
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
に
も
組
織
を
結
成
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

津波避難ビルの指定拡充
などを進めています

津波避難ビルの指定拡充
などを進めています

▲津田新浜地区で行われた自主防災組織の避難訓練＝津田小学校

▲屋上の手すりなどを整備した徳島
銀行研修会館宿泊所

〈通常時〉

〈解放時〉

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

災害時の
被害を抑える
災害時の
被害を抑える

地域の防災力地域の防災力

国や県、市町村の行政、
消防機関による救助・
援助など

自分の身を自分の
努力によって守る

自　助 共　助

公　助
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
納
付
が
始
ま

る
平
成
26
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

次
の
よ
う
に
税
制
改
正
さ
れ
ま
す
。

◆
均
等
割
額
の
増
額

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関

し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災

の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確

保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
臨
時
の
措
置

と
し
て
平
成
26
〜
35
年
度
の
10
年
間

は
、
均
等
割
額
が
市
・
県
民
税
で
そ

れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
額
さ
れ
ま
す
（
表

１
）。

◆
給
与
所
得
控
除
額
の
見
直
し

　

給
与
収
入
が
１
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
、
給
与
所
得
控
除
額
に
つ

い
て
２
４
５
万
円
の
上
限
額
が
設
け

ら
れ
ま
す
（
表
２
）。

◆
年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡

素
化

　

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
対
象
と
な

る
年
金
所
得
者
は
、
毎
年
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
へ
提
出
さ
れ
る
「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
に
お
い
て
寡
婦
（
寡

夫
）
の
申
告
を
す
れ
ば
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
し
な
く
て
も
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
か
ら
市
へ
送
付
さ
れ
る

公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
に
よ
り
寡

婦
（
寡
夫
）
控
除
な
ど
の
適
用
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
寄
附
金
税
額
控
除
の
見

直
し

　

平
成
25
年
分
か
ら
国
税
で
復
興
特

別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
ふ
る
さ
と

寄
附
金
に
係
る

市
・
県
民
税
の

特
例
控
除
額
が

調
整
さ
れ
ま
す
。

※
市
・
県
民
税

に
お
け
る
ふ
る

さ
と
寄
附
金
税

額
控
除
額
＝
基

本
控
除
額
（
☆

１
）
＋
特
例
控
除
額
（
☆
２
）

☆
１=

（
寄
附
金
額
ー
２
０
０
０
円
）

×
10
％
〈
市
民
税
６
％
、県
民
税
４
％
〉

☆
２=

（
寄
附
金
額
ー
２
０
０
０
円
）

×{

90
％
ー
（
０
〜
40
％
の
所
得
税
の

税
率
×
１・
０
２
１
）}

平
成
₂₆
年
度

市
・
県
民
税
の
税
制
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
度

市
・
県
民
税
の
税
制
が
改
正
さ
れ
ま
す［とき］平成26年１月から

［対象者］事業所得、不動産所得
または山林所得を生ずべき業務を
行う全ての人（所得税の申告の必
要がない人も含む）。※現行の対
象者は、白色申告の人のうち前々
年分または前年分の事業所得な
どの合計金額が300万円を超え
る人。
　記帳内容や帳簿などの保存な
ど詳細は、お問い合わせください。

［問い合わせ先］徳島税務署（
622ー4131）

白色申告の人に対する記帳・帳
簿などの保存制度の対象者拡大

　平成26年の成人式を１月に各地
区公民館の主催で、右表のとおり行
います。
　対象は、平成５年４月２日〜平成
６年４月１日生まれの徳島市の住民
基本台帳に登録されている人です。
対象者には12月上旬までに案内状
を送付します。案内状が送付されて
いない人や該当地区以外での参加
を希望する人など、参加についての
ご相談は12月13日㈮までに各地
区公民館へ。
　右表の※1は新町地区・西富田
地区、※2は勝占地区・多家良地
区の各合同成人式。
［問い合わせ先］各地区公民館、中
央公民館（ 625ー1900）

［対象］市内在住で住民基本台帳に登録され、保護者の仕事や家庭の事情で保育に欠ける乳児と幼児。なお、現在、申し
込みをしていて入所できていない人も、この期間内に申し込みをしてください。
［申し込み方法］①申込書〈入所を希望する保育所（園）で配布〉②保育に欠ける証明書（就労証明書・自営申告書・
医師の証明書など）③税関係書類（平成25年分源泉徴収票・確定申告書の写しなど。※受け付け期間内には添付でき
ないため、平成26年１月以降に提出）を、12月14日㈯までの８：30〜17：00（土曜日の午後と日曜日は除く）に、
入所を希望する保育所（園）へ提出してください。
［問い合わせ先］希望の保育所（園）または保育課（ 621ー5193）

平成２６年度　保育所（園）の入所申し込みを受け付けます平成２６年度　保育所（園）の入所申し込みを受け付けます

注：上記年齢別内訳は、平成25年10月の児童数調査によるものです。4月当初の募集人数と異な
　る場合があります。

※1 なかよし保育園は、増改築工事中のため、平成26年７月頃（予定）まで仮園舎で保育を行います。
　  〈仮園舎〉助任本町５丁目４番地の２　街健助任ビル３階
※2 渭東保育所は、平成26年4月1日から生後8週間からの保育を行います。
※3 飯谷保育所は、平成26年4月1日から休園の予定です。

市立保育所私立保育所（園）

平成26年
成人式を開催します

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
民
税
課

 

（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５
０
６
５

保育所 定員 募集
人数

平成26年度年齢別内訳
所在地 電話

0〜 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
富田 115 43 13 6 4 12 8 かちどき橋2 652 ｰ 2750
内町 120 40 11 11 3 7 8 徳島町2 652 ｰ 4979
渭東※2 120 49 20 17 7 2 3 福島二 653 ｰ 0879
津田 120 32 14 6 3 9 0 津田町四 662 ｰ 0624
南井上 70 25 ー 14 9 2 0 国府町日開 642 ｰ 2601
八万東 90 34 ー 14 8 9 3 南二軒屋町一 654 ｰ 3230
国府 120 15 9 2 0 4 0 国府町早淵 642 ｰ 1490
北井上 70 30 ー 7 7 9 7 国府町西黒田 642 ｰ 2602
論田 70 16 7 5 2 1 1 大原町野神 662 ｰ 0734
加茂名 70 18 16 1 1 0 0 庄町5 631 ｰ 1222
昭和 60 41 ー 19 10 10 2 南昭和町4 653 ｰ 4281
八万 100 19 7 12 0 0 0 八万町下福万 668 ｰ 1815
沖洲 70 24 ー 13 5 3 3 南沖洲三 664 ｰ 0602
川内 60 18 ー 15 0 2 1 川内町榎瀬 665 ｰ 0641
大松 60 17 ー 12 2 3 0 大松町上野神 669 ｰ 0457
名東 90 9 9 0 0 0 0 名東町3 631 ｰ 1135
方上 50 12 ー 6 4 2 0 北山町神脇 669 ｰ 0070
一宮 60 24 7 7 6 2 2 一宮町西丁 644 ｰ 0030
不動 70 30 11 4 7 4 4 不動本町2 631 ｰ 0327
北島田 60 19 7 3 6 3 0 北島田町3 631 ｰ 9666
応神 60 17 10 2 0 1 4 応神町吉成 641 ｰ 1256
芝原 30 19 10 5 1 2 1 国府町芝原 642 ｰ 2612
明善 35 22 ー 7 5 5 5 上八万町下中筋 668 ｰ 3138
八多 30 22 ー 6 5 6 5 八多町南曽根 645 ｰ 0084
多家良 30 2 ー 2 0 0 0 多家良町池谷 645 ｰ 0140
渋野 30 11 ー 4 3 2 2 渋野町宮前 645 ｰ 0724
丈六 60 13 ー 9 4 0 0 丈六町休場 645 ｰ 0944
飯谷※3 新規入所児童の募集は行いません 飯谷町東分 645 ｰ 0338
新浜西 60 28 ー 14 9 3 2 新浜町二 663 ｰ 1106
城西 150 30 10 14 6 0 0 北佐古二番町 632 ｰ 7010

保育所 定員 募集
人数

平成26年度年齢別内訳
所在地 電話

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
梅の花 120 38 9 14 0 8 4 3 蔵本元町2 631 ｰ 6330
阿波国慈恵院 120 7 7 0 0 0 0 0 福島一 622 ｰ 8587
出来島 80 10 2 8 0 0 0 0 北出来島町1 622 ｰ 6383
前川乳児 60 38 29 9 － － － － 南前川町3 625 ｰ 8676
南佐古 120 23 6 12 3 0 1 1 南佐古三番町 654 ｰ 7521
さくら 120 13 12 1 0 0 0 0 住吉二 625 ｰ 7524
四国大学附属乳児 60 36 30 6 － － － － 伊賀町1 622 ｰ 3433
若松 160 6 6 0 0 0 0 0 名東町1 631 ｰ 3083
みずほ 60 1 1 0 0 0 0 0 南昭和町7 653 ｰ 5523
青葉 100 5 3 1 0 1 0 0 北矢三町二 631 ｰ 7289
もとしろ 60 2 2 0 0 0 0 0 福島一 654 ｰ 2967
島田 120 7 5 1 1 0 0 0 中島田町3 632 ｰ 0654
ひまわり 90 9 5 3 0 1 0 0 八万町大坪 668 ｰ 2115
くるみ 100 8 4 4 0 0 0 0 川内町大松 665 ｰ 3561
なかよし※1 30 17 8 8 1 － － － 中吉野町2 654 ｰ 5656
川内南アコール 110 10 7 2 1 0 0 0 川内町下別宮西 665 ｰ 1510
すぎの子 90 6 6 0 0 0 0 0 中前川町4 625 ｰ 5100
わかば 80 8 5 1 1 0 1 0 金沢一 624 ｰ 7546
城南 50 16 8 4 4 0 － － 八万町中津浦 622 ｰ 2100
大原 90 9 6 3 0 0 0 0 大原町中須 663 ｰ 2435
あゆみ 60 11 6 4 1 0 0 0 大原町中須 663 ｰ 0360
助任 120 26 － 13 12 1 0 0 中吉野町1 626 ｰ 1911
みのり 120 16 7 9 0 0 0 0 八万町法花 669 ｰ 3121
みどり 60 17 10 7 0 0 － － 新蔵町3 655 ｰ 8833
光花 70 4 4 0 0 0 0 0 津田本町四 663 ｰ 2232
春日 50 1 1 0 0 0 0 0 春日三 631 ｰ 7906
育英 90 6 6 0 0 0 0 0 中昭和町4 626 ｰ 3232
おおぎ 60 2 2 0 0 0 0 0 上八万町広田 668 ｰ 5661
青嵐 90 9 4 5 0 0 0 0 北田宮二 632 ｰ 2333
川内わかば 110 26 10 10 3 1 1 1 川内町鶴島 665 ｰ 7768
四国大学附属 60 5 1 0 2 0 1 1 寺島本町西2 602 ｰ 4860
めだか 140 35 15 14 0 3 3 0 北沖洲三 664 ｰ 4888
沖浜シーズ 80 4 4 0 0 0 0 0 沖浜町北川 653 ｰ 5577
四国大学附属西富田 110 26 － － 26 0 0 0 伊賀町1 653 ｰ 8341
とくしま健祥会 130 9 6 2 0 1 0 0 八万町新貝 679 ｰ 8010

開催場所 日時 電話番号
入田公民館 1日（祝） 10：00〜12：00 644ｰ0323
渭東公民館 3日（金） 10：00〜12：00 655ｰ5093
住吉・城東公民館 3日（金） 10：00〜12：00 656ｰ6678
沖洲公民館 3日（金） 10：00〜12：00 664ｰ1675
佐古公民館 3日（金） 10：00〜12：00 656ｰ1635
シビックセンター
４階ホール 3日（金） 10：00〜13：00 654ｰ4913

内町公民館
西富田公民館※1 3日（金） 10：00〜13：00 623ｰ5482
昭和公民館 3日（金） 10：00〜11：30 623ｰ1971
応神公民館 4日（土） 10：00〜12：00 641ｰ4307
渭北公民館 11日（土） 10：00〜12：00 622ｰ0805
川内中学校 12日（日） 9：00〜11：00 665ｰ3843

川内公民館
加茂公民館 12日（日） 10：00〜12：00 632ｰ7699
加茂名公民館 12日（日） 10：00〜12：00 631ｰ1778
不動公民館 12日（日） 10：00〜11：30 631ｰ9649
国府公民館 12日（日） 10：00〜12：00 642ｰ1183
南井上公民館 12日（日） 10：00〜12：00 642ｰ2774
北井上公民館 12日（日） 10：00〜12：00 642ｰ1196
東富田公民館 12日（日） 10：00〜12：00 653ｰ5867
津田公民館 12日（日） 10：00〜12：00 662ｰ1942
八万公民館南館 12日（日） 10：00〜12：00 668ｰ8192

八万公民館
上八万公民館 12日（日） 10：00〜12：00 668ｰ6392
一宮公民館 12日（日） 10：00〜12：00 644ｰ1521
丈六公民館※2 12日（日） 10：00〜12：00 645ｰ2182

表1 均等割額の増額
平成25年度まで 平成26〜35年度

市民税 3,000円 3,500円
県民税 1,000円 1,500円
合計 4,000円 5,000円

表2 給与所得控除額の見直し

給与収入 給与所得控除額
改正前 改正後

1,000万円超
〜1,500万円
以下

給与収入
×5％

＋170万円

給与収入
×5％

＋170万円
1,500万円超 245万円
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がん検診は12月20日までに
受けましょう
　ことしのがん検診の日程も残りわずかとなりました。ま
だ受けていない人は、ぜひ受診しましょう。受診の際には、
受診券(対象者に送付済み)をお持ちください。

[医療機関で受ける各種個別検診]
▶大腸がん▶前立腺がん▶肝炎ウイルス▶もの忘れ−の
各検診は市内委託医療機関で、▶子宮頸(けい)がん▶乳が
ん(要予約)−は県内委託医療機関で実施しています。

[徳島県総合健診センターで受ける胃・肺がん検診]
検診を希望される人は、12月10日㈫までに同センター

( 678ー7128)へ予約してください。
▶検診車での検診＝実施日は12月15日㈰・20日㈮
※15日㈰のみ完全予約制で特定健康診査を同時に受診
できます。
▶早朝クイック検診＝所要時間は30分程度。自己負担金(胃
がん2,000円、肺がん1,000円)の免除制度はありません。

[問い合わせ先]保健センター( 656−0530)

使用済みインクカートリッジ
を回収しています
　使用済みの家庭用インクカートリッジ
専用回収箱を▶市 役 所1階 国 際 親 善
コーナー▶各支所▶市立図書館6階中
央エレベーターホール▶ふれあい健康館
1階西側ピロティ▶東部環境事業所(論田
町)▶西部環境事業所(国府町)ーに設
置しています。回収されたインクカートリッ
ジは、再利用または新たな製品の原料とし
てリサイクルされます。ごみの減量化とリサ
イクル推進のためにも、ぜひ回収箱をご利
用ください。
　なお、著しい改造品や破損品は回収でき
ません。また、カートリッジを保管するため
の袋や箱はお持ち帰りください。

[問い合わせ先]市民環境政策課( 621
−5202)

募　 集

特定目的住宅の入居者
　福祉目的に割り当てられる
市営住宅への入居者を募集し
ます(所得などの制限あり)。選
考により入居者を決定します。

12月2日㈪〜27日㈮に▶母
子・父子世帯(20歳未満の子
を扶養している配偶者のいな
い世帯)、多子世帯(18歳未満
の子が3人以上いる世帯)＝
子育て支援課( 621-5122)
▶高齢者世帯＝介護・ながい
き課( 621-5176)▶障害者
世帯＝障害福祉課( 621 -
5177　FAX621-5300)

からだが喜ぶフィットネ
ス教室「フィットネスヨガ」

12月12日㈭(にこにこペー
ス＝60歳以上向け)、19日㈭

(はりきりペース＝20〜60歳
向け)各日10：00〜11：30

保健センター元気回復室
(ふれあい健康館2階) 医
師から運動制限を受けていな
い市民(11月28日と12月5日
㈭に開催の同教室に参加して
いない人に限る) 各20人(先
着) 運動しやすい服、タオル、
水分補給用飲料

12月2日㈪以降に、同セン
ター( 656-0534)

きっかけ運動教室
▶月曜コース＝ 平成26年1
月20日〜3月24日毎週月曜日
10：00〜11：30(65歳以上向
け)▶水曜コース＝ 平成26
年1月8日〜3月19日毎週水
曜日(1月22日は除く)10：00
〜11：30(20〜64歳向け)
ふれあい健康館1階ホール
運動、血圧測定、健康について

の話など 医師から運動制限
を受けていない市民(5〜7月、
９〜12月に開催した同教室、
昨年度に開催した体操教室に
参加していない人に限る) 各
50人(抽選) 運動しやすい
服、タオル、水分補給用飲料、運
動靴

往復はがきに〈住所/名前/
生年月日/電話番号/コース名
/返信宛名〉を書いて、12月13
日㈮(当日消印有効)までに保
健センター(〒770−8053  
沖 浜 東2− 1 6 　 6 5 6 -
0534)へ

応急手当の実技講習会 
12月15日㈰13：00〜16：00
西消防署(庄町1) ▶人工

呼吸法▶胸骨圧迫▶ＡＥＤ(自
動体外式除細動器)の取り扱
いなど

西消防署( 631-0119)、
東消防署( 656-1195)

くらしの講座
12月16日㈪13：30〜15：00
内町公民館会議室(アミコ

ビル5階)「身近にある製品
事故の現状」をテーマに製品
評価技術基盤機構四国支所
長の田中範夫さんが講演を行
います 市民 40人(先着)

消費生活センター( 625-
2326)

赤ちゃんガラス製記念品制作
12月22日㈰９：00〜12：00、

13：30〜16：30 徳島ガラ
ススタジオ(勝占町中須) 赤
ちゃんの足形や手形のガラス
製品を制作 足形3カ月児〜
/手形1歳児〜 各10人(先
着) 1個4,000〜5,000円

同スタジオ( 669-1195)

ガラス工芸講座基礎コース
平成26年1月23日㈭〜6月

９日㈪ 徳島ガラススタジオ
18歳以上の人 ▶コールド

コース＝3クラス 各6人(抽
選) 8,200円▶吹きガラス

コース＝４クラス 各４人(抽
選) 18,000円▶バーナー
ワーク専門＝2クラス 各12人

(抽選) 8,200円
※市外の人は1割増し。材料費
は別途必要。

平成26年1月10日㈮ま
でに、同スタジオ( 669 -
1195)

催　 し

徳島城博物館
「お囃子もちつき」

12月15日㈰10：00〜12：00
旧徳島城表御殿庭園 にぎ

やかなお囃子(はやし)に合わ
せてもちつき体験
※入館料が必要です。参加を
希望される人は直接お越しく
ださい。先着100人におもちを
配布。

同館( 656-2525)

おしらせ

特定健康診査はお早めに
実施は12月20日までです

徳島市国民健康保険に加入
している昭和14年４月1日〜
昭和49年3月31日生まれの
人 受診時には受診券(９月
末までの加入者には送付済み)
と市国民健康保険証が必要で
す。実施場所は受診券に同封し
ている医療機関一覧表をご覧
ください。 1,000円(自己負
担金)

保険年金課( 621-5159)

選挙人名簿の縦覧を行います
　12月2日㈪に新たに選挙人
名簿に登録した人(12月1日
現在登録資格者)と、12月2日
までに新たに在外選挙人名簿
に登録した人の書面の縦覧を

行います。異議の申し出は期
間内に受け付けます。

12月3日㈫〜7日㈯8：30
〜17：00 市役所９階選挙管
理委員会事務局(7日㈯は市
役所地下1階当直室)

同事務局( 621-5373)

農地法許可申請はお早めに
　農地法許可申請書の提出基
準日は12月5日㈭です。
　農地の権利移動や農地転
用許可申請などでお急ぎの人
は、早めに申請書を提出して
ください。

農業委員会事務局( 621-
5393)

農用地区域の変更申し出を
受け付けます

▶農家の住宅用地や分家住
宅用地・沿道サービス業の開
設用地など、緊急やむを得ない
事情で農用地区域の農地(青
地)を同区域から除外したい人
▶農用地区域から除外されて
いる農地(白地)を将来にわた
り農用地区域に編入したい人

12月10日㈫〜20日㈮に、
印鑑・登記簿の全部事項証明
書・位置図などを持って、農林
水産課(市役所3階　 621-
5246)へ

愛玩鳥飼育者に消毒薬を配布
　鳥インフルエンザなどの発生
予防のため、屋外で愛玩鳥を
飼育している人に消毒液を配
布します。希望の人は直接農林
水産課(市役所3階)へお越し
ください。

同課( 621-5252)

小・中学校への入学手続
きは適正に
　平成26年４月に小・中学校
へ入学予定の児童生徒がいる
家庭で、11月15日以降に市内
間で転居し、校区に変更がある
場合は、入学届(12月上旬に送
付)を持って、学校教育課(市
役所11階)で手続きをしてく

ださい。同日以降に市外から
転入した人も同課で手続きが
必要です。
　親戚や祖父母などの住所に
住民登録をされていても、実際
の居住地外の校区の学校へ通
学することはできません。
　現在の住民登録地以外の場
所で生活している人は速やかに
居住地に住民登録を変更し、居
住地の指定学校で入学手続き
をしてください。

同課( 621-5414)

農家が「わな猟免許」を取
得する経費を助成します
　鳥獣被害
対策事業と
して、本 年
度から自衛
目的で「わ
な猟免許」
を新規取得される農業者に対
して免許取得経費を助成して
います。
　助成内容など詳しくは、市
HPをご覧ください。免許取得
後の申請となりますので、申請
を希望される人は事前に農林
水産課までお問い合わせくだ
さい。

同課( 621-5252)

放送大学４月入学生を募集
　放送大学(テレビ・インター
ネットなどで授業を行う通信制
の正規の大学)の入学生を募集
します。入学願書の提出期限は
平成26年2月28日㈮です。詳し
くはお問い合わせください。

放送大学徳島学習センター
( 602-0151)、社会教育課
( 621-5417)

「2014食育推進家族
カレンダー」を配布します
　暮らしの中で食育に関心を持ってもらうため

「2014食育推進家族カレンダー」(右下写真)
を作成しました。12月2日㈪から次の場所で配
布します(1世帯1部、計
1,000部)。※市ホーム
ページからもダウンロー
ド可
[配布場所]▶保健福祉政策課(市役所南館1
階)▶商店街子育てほっとスペース「すきっぷ」

(籠屋町1)▶親子ふれあいプラザ(ふれあい健
康館1階)▶子育て安心ステーション(アミコビ
ル5階)▶市立保育所(津田・国府・城西)内の
在宅育児家庭相談室▶助任保育園子育てセン
ター(中吉野町1)
[問い合わせ先]保健福祉政策課( 621−
5562)

12月の休日窓口
（毎月第2・4日曜日）

8日㈰・22日㈰8：30〜
12：00 市役所1階 住民
異動届、住民票･戸籍謄抄本
の交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室(
621-5039)
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大
河
ド
ラ
マ
「
太
平
記
」「
花

の
乱
」
の
主
題
歌
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
徳
島
交
響
楽
団

の
オ
ペ
ラ
公
演
の
音
楽
監
督
を

務
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
徳

島
市
と
も
親
交
が
あ
り
ま
す
。

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
委
嘱

式
で
は
、
原
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
、
三
枝
さ
ん
は
「
音
楽

だ
け
で
な
く
、
芝
居
や
ア
ー
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
新
し
い
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

12
日
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
初
仕
事
で
あ
る
「
三
枝
先
生
の

音
楽
教
室
」
を
入
田
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。
音
楽
や
楽
器
に
関
す
る

話
を
し
た
り
、
同
校
金
管
バ
ン
ド
が

練
習
し
て
い
る
課
題
曲
の
演
奏
を
指

導
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
枝
さ
ん
は
、
今
後
も
市
内
の
小

中
学
校
を
訪
問
し
て
音
楽
教
室
を
実

施
す
る
ほ
か
、
文
化
団
体
と
の
交
流

活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
芸
術
文
化

の
創
造
に
向
け
て
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

徳
島
な
ら
で
は
の

食
材
の
新
鮮
さ
や
素

材
の
特
徴
を
生
か
し

た
料
理
の
開
発
・
商

品
化
を
行
う
「
と
く

し
ま
グ
ル
メ
ク
リ
エ

イ
ト
事
業
」
と
し
て

「
と
く
し
ま
グ
ル
メ

メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
、
こ

の
ほ
ど
、
受
賞
作
品

７
点
が
決
定
し
ま
し

た
。徳

島
市
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
「
と

く
し
ま
グ
ル
メ
発
表

披
露
会
」
で
は
、
授

賞
式
の
あ
と
、
審
査

員
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
・
山
根
大
助
さ
ん
が

「
今
回
の
受
賞
作
品
は
、
後
世
に
残

る
一
品
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
作

品
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

作
品
を
磨
い
て
、
と
く
し
ま
グ
ル
メ

と
し
て
定
着
し
て
い
け
る
よ
う
な
メ

ニ
ュ
ー
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
講
評
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
内
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
に
働
き
か
け
、
と
く
し
ま
グ
ル

メ
の
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

応
募
作
品
１
２
４
点
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
金
賞
「
徳
島

ハ
モ
天
丼
」（
徳

島
び
じ
ん
丼
）

～
徳
島
名
産
の

ハ
モ
を
使
い
、

す
だ
ち
の
ジ
ュ
レ
で
食
べ
る
天
丼

◆
銀
賞
「
オ
ム

ラ
イ
ス
風
親
子

丼
」
～
親
子
丼

を
オ
ム
ラ
イ
ス

風
に
作
成

◆
銅
賞
「
阿
波

尾
鶏
の
唐
揚
げ

＆
磯
辺
揚
げ
風

唐
揚
げ
」
～
わ

か
め
と
唐
揚
げ

の
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

◆
特
別
賞
「
タ
イ
ニ
ー
ズ
サ
ラ
ダ
」

～
タ
イ
の
刺
身
を
使
っ
た
中
華
風

の
サ
ラ
ダ

◆
努
力
賞
「
阿
波
の
美
人
サ
ラ
ダ
」

～
レ
ン
コ
ン
・
オ
ク
ラ
・
ツ
ル
ム
ラ

サ
キ
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
サ
ラ
ダ

◆
努
力
賞
「
阿
波
尾
鶏
と
徳
島
野

菜
の
か
わ
り
親
子
丼
」
～
炊
き
込
み

ご
飯
と
温
泉
卵
で
食
べ
る
親
子
丼

◆
審
査
員
特
別
賞
「
み
ま
か
ら
ド
ッ

グ
」
～
み
ま
か
ら
を
使
っ
た
ピ
リ

辛
の
唐
揚
げ
ド
ッ
グ

　ＬＥＤイルミネーションとクリスマスイベント
が楽しめる「夢ナリエ・城内メモリアル2013」
を開催します。
[とき]12月７日㈯14：00～
[ところ]市立体育館
[内容]▷ステージショー（徳
島ゆるきゃら大集合・ジュニ
アヒップホップのステージショーなど）＝14：30
～ 16：30▷ＬＥＤイルミネーション点灯式＝
17：00～18：00▷たべものコーナー＝14：00
～ 16：30▷おたのしみコーナー＝14：00～
16：30
※ＬＥＤイルミネーションは12月７日㈯～平成
26 年１月15日㈬ 17：00 ～ 22：00（12月
20日～ 25日は24：00まで）点灯します。
[問い合わせ先]市立体育館（ 654ー5188）

[歌詞内容]▷市民が親しみやすく、明るい
内容の歌詞で、ふれあい健康館をイメージす
るもの▷ふれあい健康館の魅力を市内外にア
ピールできるもの▷自作の未発表作品で、第
三者の知的所有権・財産権を侵害しないもの
[選考方法など]選考委員会が選考し、採用
作品はふれあい健康館のイベントなどで使用。
[賞]最優秀賞（採用作品）＝賞品２万円相当、
優秀賞（1作品）＝賞品１万円相当
※1人でもグループでも応募できます。
[申し込み方法]所定の応募用紙（ふれあ
い健康館で配布）を郵送または直接、12月
25日㈬（当日消印有効）までに、ふれあい健
康館（〒770ー8053　沖浜東２ー16　
657ー0190）へ。※詳しくはお問い合わせく
ださい。

　観光キャンペーンや各種観光
行事のアシスタントとして活動
していただく「阿波おどり大使」
を２人募集します。
[対象]▷県内在住の平成 26
年４月１日時点で18歳以上の男女（高校生の場合は平
成 26年３月末卒業見込みの人）▷阿波おどり大使とし
て県内外での活動が可能な人▷芸能・モデルプロダク
ションなどと専属契約のない人▷ほかのキャンペーンア
シスタントなどとして現在活動していない人
[任期]平成 26年２月から２年間
[選考]書類審査と面接審査により決定。阿波おどりの
経験の有無は問いません。
[申し込み方法]所定の申込用紙（阿波おどり会館などで
配布）に上半身写真を添えて、１月31日㈮までに、郵送
または直接、徳島市観光協会（〒770ー0904　新町
橋２ー20　阿波おどり会館内　 622ー4010）へ。

「夢ナリエ・城内メモリアル
2013」を開催

ふれあい健康館
イメージソングの歌詞を募集

阿波おどり大使を募集

［
問
い
合
わ
せ
先
］文
化
振
興
課

（
６
２
１
）５
３
１
４

［
問
い
合
わ
せ
先
］農
林
水
産
課

（
６
２
１
）５
２
４
６

「とくしまグルメメニューコン
テスト」の受賞作品が決定！

　

作
曲
家
の
三
枝
成
彰
さ
ん
に

委
嘱
し
た
「
徳
島
市
芸
術
文
化

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」。“
芸
術

文
化
創
造
”
と
書
く
と
堅
苦

し
く
感
じ
ま
す
が
、
音
楽
や

文
学
、
ア
ー
ト
、
伝
統
芸
能

な
ど
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

も
の
が
芸
術
で
あ
り
、
文
化

で
す
。

　

し
か
し
、
徳
島
に
い
る
と
、

生
で
公
演
を
見
る
機
会
が
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

や
芝
居
な
ど
を
生
で
見
る
と
、
そ

の
迫
力
と
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し

ま
す
。

　

私
が
こ
と
し
２
月
、
東
京
で
見
た

三
枝
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｚ
Ｅ
～
神
風
～
」も
そ
う
で
し
た
。

オ
ペ
ラ
に
特
別
興
味
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
本
当

に
感
動
し
、
幸
せ
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

芸
術
作
品
を
生
で
見
た
り
、

聞
い
た
り
す
る
機
会
を
若
い
こ

ろ
か
ら
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
そ
の
と
き
得
ら
れ
た

感
動
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

三
枝
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
行
う
音
楽
教
室
も
そ
う
で
す

が
、
こ
う
し
た
生
の
文
化
体
験
を
し

た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
将
来
、

そ
の
道
に
進
む
人
も
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

文
化
は
育
ま
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
行
政
が
文
化
の
創
造
に
関

わ
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
や

は
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

主
役
と
な
っ
て
、
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
市
と
し
て

は
、
そ
の
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
や
環
境
整
備
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
町
西
地
区
に
建
設
を

計
画
し
て
い
る
新
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
も
、
三
枝
さ
ん

を
は
じ
め
、
各
種
文
化
団

体
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
充
実
し
た
施
設
と
な
る
よ

う
、
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
文
化
を

通
し
て
幸
せ
や
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
機
会
が
、
少
し
で
も
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て

｜

。

　
　
　

徳
島
市
長　
　

原　

秀
樹

▲三枝さんに委嘱状を手渡す原市長

▲入田小学校で行われた「三枝先生の音楽教室」

情
熱

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

市
民
と
市
長
の

︲33︲

人生を豊かにする芸術文化

芸
術
文
化
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
三
枝
成
彰
さ
ん
が
就
任
！

小
学
校
で
音
楽
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
♪


